
　

今
和
八
年
の
募
開
け
に
あ
た
り
、

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
日
頃
は
本
会
の
目
的
に

則
り
、
相
互
の
親
睦
と
母
校
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
校
長
先
生
を
は
じ
め

と
す
る
諸
先
生
方
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
、

そ
し
て
北
部
高
校
を
愛
す
る
会
役
員

様
方
に
も
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
厚
情

と
ご
支
援
を
賜
り
、
深
甚
な
る
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
六
十
年
に
一
度
の
丙

午
の
年
、
新
た
な
挑
戦
や
積
極
的
な

行
動
が
鍵
に
な
る
年
、
新
し
い
流
れ

が
生
ま
れ
る
節
目
と
し
て
捉
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
世
界
で
は

変
わ
ら
ず
ロ
シ
ア
が
北
朝
鮮
兵
を
動

員
し
な
が
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
四

年
近
く
続
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ

ス
紛
争
は
よ
う
や
く
人
質
解
放
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻

撃
は
止
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
攻
や
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
問
題
等
、
正
に
世
界

は
独
裁
と
分
断
の
社
会
と
化
し
て
い

ま
す
。
一
方
国
内
に
お
い
て
も
温
暖

化
に
よ
る
異
常
気
象
は
収
ま
ら
ず
、

大
雨
、
洪
水
、
猛
暑
、
干
ば
つ
等
に

よ
り
農
作
物
の
高
価
格
化
、
米
の
需

要
数
量
の
増
加
に
伴
う
米
の
価
格
高

騰
、
原
材
料
・
人
件
費
増
に
よ
る
諸

物
価
の
値
上
が
り
は
庶
民
の
み
な
ら

ず
、
初
の
女
性
総
理
高
市
早
苗
氏
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
教
育
面
で
は
中
学
の
部
活
制

度
が
廃
止
の
方
向
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
ク
ラ
ブ
化
に
伴
い
数
々
の
課
題

を
抱
え
な
が
ら
、
中
高
一
貫
校
が
力

を
つ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
上
少
子
化

が
益
々
進
む
中
で
私
立
高
校
の
授
業

料
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。
国
は
公

立
高
校
離
れ
を
視
野
に
入
れ
、
公
立

高
校
改
革
へ
新
基
金
三
千
億
円
を
投

入
し
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
魅
力
的
な
変
革
を
し
て
ゆ
く
、
二

つ
目
に
は
少
子
化
に
伴
う
再
編
整

備
、
変
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
た

め
の
教
育
内
容
の
高
度
化
を
実
現
す

る
た
め
に
と
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
社
会
的
背
景
の
も
と
で

本
校
に
お
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
生
活

環
境
の
も
と
、
生
徒
会
を
中
心
に
自

主
的
・
協
調
的
精
神
を
育
み
、
部
活

動
、
学
校
行
事
に
精
力
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。特
に
地
元
の
飯
綱
町
、

信
濃
町
を
中
心
と
し
た
地
域
の
産
業

や
文
化
・
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
社
会

人
講
師
を
先
生
と
し
た
り
す
る
「
地

域
授
業
」
の
発
表
は
素
晴
ら
し
く
、

聴
衆
の
胸
を
熱
く
す
る
も
の
が
あ

り
、
大
変
立
派
で
し
た
。
小
林
校
長

先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
の

教
育
そ
の
も
の
を
象
徴
し
て
い
ま
し

た
。そ
の
成
果
が
徐
々
に
認
め
ら
れ
、

今
年
の
北
部
高
校
の
受
験
者
数
に
表

れ
て
い
る
様
で
す
。
今
後
と
も
五
大

目
標
で
あ
る
英
知
、
自
律
、
礼
節
、

友
愛
、勤
労
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
、

生
徒
が
生
き
生
き
と
学
び
、
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
に
心
か
ら
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
校
歌
の
如
く
更
な
る
北
部

高
校
、
同
窓
会
の
発
展
を
願
い
ま
す

と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
、
学
校
関

係
者
、
北
部
高
校
を
愛
す
る
会
関
係

各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
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と
し
て
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
徒
た

ち
が
順
調
に
そ
の
学
び
を
深
め
て
い

ま
す
。
一
年
生
週
二
単
位
、
二
年
生

週
一
単
位
の
授
業
で
す
が
、
地
域
の

歴
史
、
伝
統
、
産
業
、
文
化
、
地
域

課
題
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
を
体
験
的

に
学
ぶ
こ
と
で
、
知
識
の
吸
収
だ
け

で
は
な
く
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長

す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ー
ス
別
の
学
習
に
お
い
て
も

地
域
の
方
々
と
連
携
し
た
学
び
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
地

域
と
連
携
し
た
学
び
を
本
校
の
魅
力

と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
生
徒
の
活
動
に
お

い
て
は
、
七
月
に
生
徒
会
最
大
行
事

で
あ
る
第
七
〇
回
北
斗
祭
が
開
催
さ

れ
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
多
く
の
お
客

様
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
他
、
春
と
秋
に
は
全

校
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
開
校
記
念
マ
ラ

ソ
ン
、
十
二
月
に
は
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
招
い
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
行
事
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
部
活

動
も
大
会
や
展
覧
会
に
向
け
て
熱
心

に
活
動
し
て
お
り
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
学
校
生
活
の
各
場
面
で
自
ら
を

成
長
さ
せ
る
べ
く
頑
張
る
姿
に
職
員

も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
学
校
生
活
が
円
滑
に
進
め
ら
れ

る
の
も
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
維
持
管

理
や
「
北
部
高
校
を
愛
す
る
会
」
へ

の
財
政
支
援
を
は
じ
め
と
し
て
同
窓

会
の
皆
さ
ま
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
け
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ

こ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
本
校
独
自
の
教
育
活
動
を
さ

ら
に
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、
地
域
と

の
連
携
を
大
切
に
生
徒
の
心
身
と
も

に
健
や
か
な
成
長
を
図
れ
る
よ
う
に

教
職
員
一
同
尽
力
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

八
月
一
日
㈮
に
開
催
さ
れ
た
同
窓

会
総
会
に
は
中
村
市
郎
会
長
を
は
じ

め
、
顧
問
、
役
員
、
同
窓
生
の
皆
様

に
ご
出
席
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
校
の
活
動
に
対

す
る
ご
期
待
の
大
き
さ
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
今
後
の
学

校
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
役
員
の
皆
さ
ま

に
は
引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す

　

日
頃
よ
り
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方

に
は
母
校
の
教
育
活
動
充
実
の
た
め

に
、
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
、明
治
四
十
二
年（
一
九
〇
九

年
）、
上
水
内
郡
組
合
立
北
部
農
学

校
と
し
て
こ
の
地
に
開
校
し
て
以
来

一
一
五
年
を
超
え
る
伝
統
校
で
す
。

こ
の
間
、
北
信
五
岳
に
囲
ま
れ
た
自

然
豊
か
な
こ
の
学
び
舎
か
ら
各
界
で

活
躍
す
る
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出

し
、
地
域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

同
窓
生
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆

様
か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
、

本
校
の
特
色
を
活
か
し
た
挑
戦
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
入
生
五
五
名
、
新

任
職
員
十
名
が
新
た
に
本
校
の
一
員

に
加
わ
り
、
全
校
生
徒
一
四
六
名
、

教
職
員
三
九
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
年
間
を
通
じ
た
教
育
活
動
の
中

で
、
本
校
最
大
の
特
色
で
も
あ
る
伝

統
の
「
地
域
授
業
」
で
は
、
今
年
も

飯
綱
町
、
信
濃
町
の
皆
様
を
は
じ
め
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が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
こ
の
同
窓
会
報
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
読
め
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま

す
。
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
は
、
日
々
の

様
子
に
つ
い
て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
を
使
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
お

読
み
い
た
だ
き
、本
校
生
徒
の
「
今
」

を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　

結
び
に
、
会
員
皆
さ
ま
の
益
々
の

ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
も
母
校
発
展
の
た
め

に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
、
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

■ 

顧
　
　
　
問

　
小
栁
　 

伸
一
（
飯
綱
・
普
光
寺
）

　
石
川
　 

広
之
（
信
濃
・
仁
之
倉
）

 

■ 

会
　
　
　
長

　
中
村
　 

市
郎
（
飯
綱
・
倉
井
）

 

■ 

副
　
会
　
長

　
森
　
　 

佳
也
（
飯
綱
・
芋
川
）

　
小
林
　 

和
彦
（
長
野
・
吉
田
）

 

■ 

監
　
　
　
事

　
静
谷
　
一
男
（
信
濃
・
荒
瀬
原
）

　
馬
島
　 

三
男
（
飯
綱
・
普
光
寺
）

 

■ 

幹
　
　
　
事

　
小
林
　 

一
行
（
信
濃
・
大
井
）

　
三
ツ
井 

光
二
（
長
野
・
豊
野
）

　
原
山
　 

良
人
（
飯
綱
・
古
町
）

　
高
橋
　 

幸
男
（
飯
綱
・
倉
井
）

 

■ 

代
　
議
　
員

野
　
尻　

池
田
　
浩
信
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

司
、
佐
藤 

春
幸

柏
　
原　

中
村
　
力
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

風
間 

智
明
、
寺
沢 

道
明

　
　
　
　
　

鈴
木 

耕
太
郎
、
村
田 

文
明

　
　
　
　
　

風
間 

春
雄
、
徳
永 

初
男

　
　
　
　
　

羽
入
田 

正
信
、
小
林 

栄

古
　
間　

大
澤 

一
郎
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

駒
村 

喜
久
雄
、
関
塚 

勉

富
士
里　

宮
尾
　
政
幸
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

和
田 

由
喜
子
、
松
村 

尚

同
窓
会

役
員・代
議
員
名
簿

一
年
を
振
り
返
っ
て

学校長
小林 まゆみ

クラスマッチでバスケットボールを楽しむ生徒たち

それぞれのペースで懸命に走った開校マラソン

北部高校
公式

Instagram

│こちらから│
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佐
藤 

雅
登

牟
　
礼　

伊
藤
　
　
勉
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

渋
沢 

登
、
平
井 

隆
二

　
　
　
　
　

丸
山 

憲
夫
、
安
達 

忠

　
　
　
　
　

井
沢 

勇
二

普
光
寺　

岩
村
　
正
敏
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

若
林 

勝
範
、
中
村 

徹
也

　
　
　
　
　

宮
本 

永
人
、
寺
島 

芳
彦

　
　
　
　
　

高
橋 

吉
郎
、
静
谷 

栄
治

芋
　
川　

相
澤
　
　
壽
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

武
田 

恵
、
外
山 

健
児

　
　
　
　
　

大
島 

嵩
稔
、
森 

晃
一

　
　
　
　
　

黒
岩 

長
弘
、
森 

秀
僖

　
　
　
　
　

外
山 

彰
、
相
澤 

隆

　
　
　
　
　

松
野 

哲
、
羽
入
田 

秀
一

　
　
　
　
　

岩
村 

和
夫
、
風
間 

文
彦

倉
　
井　

丸
山
　
文
寛
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

松
橋 

孝
冶
、
若
林 

宏
行

　
　
　
　
　

渡
邊 

勝
昭
、
高
野 

暢

赤
　
塩　

外
谷
　
一
郎
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

黒
岩 

義
信
、
田
中 

輝
男

　
　
　
　
　

荒
井 

近
志
、
大
川 

吉
久

　
　
　
　
　

町
田 

東
一
郎
、
田
中 

信
雄

　
　
　
　
　

外
谷 

和
則
、
馬
島 

義
晴

豊
　
野　
（
専
任
中
）

　
　
　
　
　

佐
藤 

慶
二
、
小
林 

和
男

　
　
　
　
　

滝
沢 

良
英

豊
　
田　

松
野
　
茂
和
（
支
部
長
）

　
　
　
　
　

滝
澤 

善
治
、
坂
本 

健
吉

長
　
野　
（
専
任
中
）

　
　
　
　
　

樋
口 

達
夫
、
徳
永 

ゆ
か
り

　
　
　
　
　

坂
口 

彰
、
藤
澤 

宗
典

　
　
　
　
　

久
保
田 

冷
子

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
二

年
生
か
ら
生
徒
会
執
行
部
に
所
属

し
、
今
年
度
は
副
生
徒
会
長
と
い
う

立
場
で
生
徒
会
活
動
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

副
生
徒
会
長
と
し
て
活
動
し
て
き

た
中
で
、
特
に
文
化
祭
の
準
備
や
運

　

本
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
生
徒
会
執
行
部

と
地
域
の
園
児
・
児
童
さ
ん
と
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
輪

投
げ
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
リ
ン
ゴ
製
品

の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

飯
綱
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
「
み
つ
ど
ん
」
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者

に
大
好
評
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
イ
チ
ョ
ウ
並
木
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

来
年
度
は
、
さ
ら
に
よ
り
よ
い
イ

ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
内
容
の
見
直
し

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
張
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

営
を
通
し
て
、
多
く
の
生
徒
や
先
生

方
と
協
力
し
、
一
つ
の
行
事
を
作
り

上
げ
る
喜
び
と
責
任
の
重
さ
を
学
び

ま
し
た
。
思
い
通
り
い
か
な
い
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
が
自

分
自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

入
学
当
初
は
期
待
と
不
安
が
入
り

混
じ
る
中
で
始
ま
っ
た
高
校
生
活
も

気
づ
け
ば
三
年
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
ま
し
た
。
授
業
や
行
事
、
部

活
動
、日
々
の
何
気
な
い
会
話
ま
で
、

一
つ
一
つ
が
今
で
は
大
切
な
思
い
出

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
三
年
間
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
へ
の
感
謝
を

胸
に
、
進
学
ま
た
は
社
会
人
と
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
輩
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
諸
先

輩
方
か
ら
の
ご
厚
情
と
ご
指
導
を
賜

り
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
度
生
徒
会
副
会
長

小
林
　
莉
久

北
部
高
校

北
部
高
校
ウィン
タ

ウィン
タ
ーー
パパーー
ティティ
ーー

新
同
総
会
員
を
代
表
し
て

イルミネーション点灯式の様子

みつどんと一緒に子どもたちと交流

3年生はカレーやピザを販売した体育祭で力いっぱい綱を引く

中夜祭でクラスダンスを披露

地
域
の
子
供
た
ち
と
交
流



就　職　先 勤務地 職　　　種 人数

味処　ふじよし 飯綱町 接客・調理補助 1

アスザックフーズ㈱ 須坂市 製造職 1

FICT㈱ 信濃町 製造職 2

カイシンエレクトロニクス㈱ 長野市 電子機器組立 2

㈱角藤 長野市 建築鉄骨の部材加工・
組立・溶接 5

㈱西部・プリンスホテルズワールドワイド
軽井沢プリンスホテル 軽井沢町 ホテルサービス 1

新光電気工業㈱ 長野市 電子部品組立 1

㈱ド・モスト 長野市 工事作業従事者 1

直富商事㈱ 長野市 資源物・廃棄物の
回収作業 1

長野運送㈱ 長野市 トラックドライバー
倉庫作業員 1

長野電鉄㈱ 長野市 鉄道職 1

学校区分 学　　校　　名 人数

四年制大学 清泉大学 人間学部 心理コミュニケーション学科 1

短期大学 長野短期大学 食物栄養学科 1

専門学校

岡学園トータルデザインアカデミー 1
大原情報ITクリエーター専門学校 5
大原ビジネス公務員専門学校 1
シェフ・パティシエ専門学校 1
東京リゾート＆スポーツ専門学校 1
長野自動車大学校 1
長野調理製菓専門学校 3
長野美術専門学校 1
長野理美容専門学校 1
新潟国際自動車大学校 1
日産栃木自動車大学校 1
日本電子専門学校 1
松本技術専門校 1

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
、

進
路
指
導
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
校

外
で
の
進
路
説
明
会
や
産
業
フ
ェ
ア

へ
の
参
加
な
ど
、
企
業
や
学
校
の
方

と
の
接
点
を
多
く
設
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
情
報
を
得
る
だ
け
で
な
く
、

自
身
と
向
き
合
い
な
が
ら
進
路
選
択

を
行
う
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
一
年
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

就
職
に
つ
い
て
は
、
就
職
希
望
者

十
七
名
が
全
員
、
第
一
希
望
の
企
業

よ
り
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
地
元
北
信
地

区
の
企
業
へ
の
就
職
と
な
り
ま
す
。

地
域
企
業
の
皆
様
に
は
高
卒
の
若
い

力
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
環
境
の
中

で
力
を
発
揮
し
、
地
域
社
会
を
支
え

る
存
在
へ
と
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

進
学
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
専

門
学
校
へ
の
進
学
を
選
択
す
る
生
徒

が
多
く
、
実
践
的
な
学
び
を
重
視
し

た
進
路
選
択
が
目
立
っ
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
若
干
名
、
進
路
未

決
定
者
が
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
分
の
将
来
像
を
見
据
え
、
納
得

の
い
く
進
路
決
定
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
校
で
は
推
薦
（
指
定

校
、
公
募
）
や
総
合
型
に
よ
る
受
験

が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
参
加
や
面
接
・
小

論
文
等
対
策
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
が

希
望
す
る
進
学
先
へ
の
合
格
を
果
た

し
て
い
ま
す
。進
学
先
に
お
い
て
も
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
専
門
性
を
高

め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
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す
。

　

私
は
今
年
度
よ
り
進
路
指
導
主
事

と
し
て
進
路
室
に
お
り
ま
す
が
、
進

路
指
導
に
携
わ
る
中
で
、
人
生
の
大

き
な
転
換
点
と
な
る
進
路
選
択
に
向

き
合
い
、
悩
み
な
が
ら
も
前
に
進
も

う
と
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
か
ら
、
私

自
身
も
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
本
校
を
巣

立
つ
生
徒
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

進
路
指
導
主
事
　
町
田 

優
美

今
年
度
の
進
路
指
導
を
振
り
返
って

■進学（四大・短大）

■就職

就　職 進　学 未　定
合　　計就　　職

内 定 者
就　　職
未内定者

四年制大学
合 格 者

短期大学
合 格 者

専門学校
合 格 者

合 格 者
合　　計

進学未定
家居他

男子（人） 15 0 0 0 17 17 0 32
女子（人） 2 0 1 1 2 4 2 8
合計（人） 17 0 1 1 19 21 2 40
割合（％） 42.5 0 2.5 2.5 47.5 52.5 5.0 100 

令和7年度 北部高校進路状況
（令和8年1月現在）


